
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の出力先装置に送出するための映像音声データの記録および再生を行う複数のスレ
ーブ機と、各スレーブ機に対 映像音声データの転送を行う
マスタ機とを備え、
　前記スレーブ機は、
　映像音声データの記録および再生を行うデータ記録再生部と、
　前記マスタ機から転送される映像音声データの入力を行うデータ入力部と、
　前記データ記録再生部より再生された映像音声データを前記複数の出力先装置に送出す
るための複数のデータ出力部と、
　前記データ記録再生部、前記データ入力部および前記データ出力部が接続された共通の
バスと、
　 を、前記データ出力部が前記バスを占有して前記データ記録再生部より
再生された映像音声データを 出力先装置に送出するための データ送出用タイムス
ロットと前記データ入力部が前記バスを占有して前記マスタ機から転送される映像音声デ
ータを前記データ記録再生部に記録するためのデータ転送用タイムスロット 分け、且

スレーブ機毎に時間的に 異なるように タイムスロットを設定
し、 タイムスロットに従って、
前記データ記録再生部、前記データ入力部および前記データ出力部を制御する制御手段と
　を有し、
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して入力先装置から供給される

所定の時間周期
各 複数の

とに
つ各 互いに 前記データ転送用

前記データ送出用タイムスロットおよび前記データ転送用



　前記マスタ機は、
前記スレーブ機に対して転送するための映像音声データの記録および再生を行うマスタ機
側データ記録再生部と、
　 入力先装置から供給される映像音声データの入力を行うマスタ機側データ入力部と
、
　前記マスタ機側データ記録再生部より再生された映像音声データを各スレーブ機に転送
するための複数のマスタ機側データ出力部と、
　前記マスタ機側データ記録再生部、前記マスタ機側データ入力部および前記マスタ機側
データ出力部が接続された共通のマスタ機側バスと、
　 を、前記マスタ機側データ入力部が前記マスタ機側バスを占有して

入力先装置から供給される映像音声データを前記マスタ機側データ記録再生部に記録
するためのデータ記録用タイムスロットと前記マスタ機側データ出力部が前記マスタ機側
バスを占有して前記マスタ機側データ記録再生部より再生された映像音声データを各スレ
ーブ機に転送するための複数のマスタ機側データ転送用タイムスロット 分け、且つ各
マスタ機側データ転送用タイムスロットを、対応するスレーブ機におけるデータ転送用タ
イムスロットに同期させて設定し、

タイムスロットに従って、前記マスタ機側データ記録再生部、前記マスタ
機側データ入力部および前記マスタ機側データ出力部を制御するマスタ機側制御手段と
　を有し、
　前記マスタ機が、前記入力先装置から供給された映像音声データを前記データ記録用タ
イムスロットに同期して前記マスタ機側データ記録再生部に記録すると共に、各スレーブ
機に対し、各スレーブ機毎 データ転送用タイムスロットに同期して

映像音声データの転送を行い、
　各スレーブ機が、 タイムスロットに同期して 出力先装置に

データを する
ことを特徴とするデータ記録再生装置。
【請求項２】
　前記データ記録再生部は、入力データを分割した分割データと入力データに対するエラ
ー検出および訂正用のデータとを複数のハードディスクドライブによって記録すると共に
、複数のハードディスクドライブによって記録された分割データを再生して単一化すると
共にエラー検出および訂正用のデータを用いてエラー検出および訂正を行って出力データ
を生成することを特徴とする請求項１記載のデータ記録再生装置。
【請求項３】
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前記

前記所定の時間周期
前記

とに

前記データ記録用タイムスロットおよび前記マスタ機
側データ転送用

に設定された前記 、前
記マスタ機側データ記録再生部より再生された

各データ送出用 、対応する 映
像音声 送出

複数の出力先装置に送出するための映像音声データの記録および再生を行う複数のスレ
ーブ機と、各スレーブ機に対して入力先装置から供給される映像音声データの転送を行う
マスタ機と、前記複数のスレーブ機および前記マスタ機を制御する制御機とを備え、

前記スレーブ機は、
映像音声データの記録および再生を行うデータ記録再生部と、
前記マスタ機から転送される映像音声データの入力を行うデータ入力部と、
前記データ記録再生部より再生された映像音声データを前記複数の出力先装置に送出す

るための複数のデータ出力部と、
前記データ記録再生部、前記データ入力部および前記データ出力部が接続された共通の

バスと、
所定の時間周期を、前記データ出力部が前記バスを占有して前記データ記録再生部より

再生された映像音声データを各出力先装置に送出するための複数のデータ送出用タイムス
ロットと前記データ入力部が前記バスを占有して前記マスタ機から転送される映像音声デ
ータを前記データ記録再生部に記録するためのデータ転送用タイムスロットとに分け、且
つ各スレーブ機毎に時間的に互いに異なるように前記データ転送用タイムスロットを設定
し、前記データ送出用タイムスロットおよび前記データ転送用タイムスロットに従って、
前記データ記録再生部、前記データ入力部および前記データ出力部を制御する制御手段と



　
　

　

　
【請求項４】
　複数の出力先装置に送出するための映像音声データの記録および再生を行う複数のスレ
ーブ機と、各スレーブ機に対 映像音声データの転送を行う
マスタ機とを備え、前記マスタ機が、前記スレーブ機に対して転送するための映像音声デ
ータの記録および再生を行うマスタ機側データ記録再生部と、 入力先装置から供給さ
れる映像音声データの入力を行うマスタ機側データ入力部と、前記マスタ機側データ記録
再生部より再生された映像音声データを各スレーブ機に転送するための複数のマスタ機側
データ出力部と、前記マスタ機側データ記録再生部、前記マスタ機側データ入力部および
前記マスタ機側データ出力部が接続された共通のマスタ機側バスとを有し、前記スレーブ
機が、映像音声データの記録および再生を行うデータ記録再生部と、前記マスタ機から転
送される映像音声データの入力を行うデータ入力部と、前記データ記録再生部より再生さ
れた映像音声データを前記複数の出力先装置に送出するための複数のデータ出力部と、前
記データ記録再生部、前記データ入力部および前記データ出力部が接続された共通のバス
とを有するように構成されたデータ記録再生装置に適用されるデータ記録再生方法であっ
て、
　前記スレーブ機において、 を、前記データ出力部が前記バスを占有して
前記データ記録再生部より再生された映像音声データを 出力先装置に送出するための

データ送出用タイムスロットと前記データ入力部が前記バスを占有して前記マスタ機
から転送される映像音声データを前記データ記録再生部に記録するためのデータ転送用タ
イムスロット 分け、且 スレーブ機毎に時間的に 異なるように

タイムスロットを設定し、
タイムスロットに従って、前記スレーブ機における前記データ記録再生部、前記データ入
力部および前記データ出力部を制御すると共に、
　前記マスタ機において、 を、前記マスタ機側データ入力部が前記マ
スタ機側バスを占有して 入力先装置から供給される映像音声データを前記マスタ機側
データ記録再生部に記録するためのデータ記録用タイムスロットと前記マスタ機側データ
出力部が前記マスタ機側バスを占有して前記マスタ機側データ記録再生部より再生された
映像音声データを各スレーブ機に転送するための複数のマスタ機側データ転送用タイムス
ロット 分け、且つ各マスタ機側データ転送用タイムスロットを、対応するスレーブ機
におけるデータ転送用タイムスロットに同期させて設定し、

タイムスロットに従って、前記マスタ機側データ
記録再生部、前記マスタ機側データ入力部および前記マスタ機側データ出力部を制御し、
　前記マスタ機が、前記入力先装置から供給された映像音声データを前記データ記録用タ
イムスロットに同期して前記マスタ機側データ記録再生部に記録すると共に、各スレーブ
機に対し、各スレーブ機毎 データ転送用タイムスロットに同期して

映像音声データの転送を行い、
　各スレーブ機が、 タイムスロットに同期して 出力先装置に

データを する
　ことを特徴とするデータ記録再生方法。
【請求項５】
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を有し、
前記マスタ機は、各スレーブ機に対し、各スレーブ機におけるデータ転送用タイムスロ

ットに同期して前記マスタ機側データ記録再生部より再生された映像音声データの転送を
行い、

前記制御機は、前記複数のデータ送出用タイムスロットと前記データ転送用タイムスロ
ットとからなる複数のタイムスロットの順番の設定を行う

ことを特徴とするデータ記録再生装置。

して入力先装置から供給される

前記

所定の時間周期
各 複

数の

とに つ各 互いに 前記データ転
送用 前記データ送出用タイムスロットおよび前記データ転送用

前記所定の時間周期
前記

とに
前記データ記録用タイムスロ

ットおよび前記マスタ機側データ転送用

に設定された前記 、前
記マスタ機側データ記録再生部より再生された

各データ送出用 、対応する 映
像音声 送出

複数の出力先装置に送出するための映像音声データの記録および再生を行う複数のスレ
ーブ機と、各スレーブ機に対して入力先装置から供給される映像音声データの転送を行う
マスタ機と、前記複数のスレーブ機および前記マスタ機を制御する制御機とを備え、前記



　

　

　
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、映像データや音声データ等を記録、再生するデータ記録再生装置およ 法
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ＣＡＴＶ（ケーブル・テレビジョン）等の普及による情報提供の多チャネル化に伴
い、従来のＶＴＲ（ビデオ・テープ・レコーダ）とは異なり、１台の映像・音声データ記
録再生装置から複数の映像・音声データを同時に再生するという要求が高まりつつある。
そして、この要求を満たすために、ハードディスク等のランダムアクセスが可能な記録再
生メディアを使用して、映像・音声データを記録再生する装置が普及しつつある。
【０００３】
一般的に、放送局内における映像・音声データ記録再生装置においては、画質・音質に対
する要求から、必要とされるデータの転送レートが高い上に、長時間のデータを記録する
ためには大容量である必要があるため、複数のハードディスクドライブを並列運転して転
送レートの高速化と大容量化を図り、更にパリティデータを記録しておくことにより、万
一いずれかのハードディスクドライブが故障しても、信頼性を確保できる構成とした装置
が要望されている。
【０００４】
ここで、図６を参照して、複数のハードディスクを含むディスクアレイ装置の一般的な構
成について説明する。このディスクアレイ装置は、複数のハードディスクドライブ１０１
～１０５と、これらのハードディスクドライブ１０１～１０５を制御するディスクアレイ
コントローラ１０６とを備えている。複数のハードディスクドライブ１０１～１０５のう
ちの１台のハードディスクドライブ１０５は、パリティデータ専用になっている。なお、
図６では、５台のハードディスクドライブ１０１～１０５を示したが、ハードディスクド
ライブの数はこれに限られるものではない。
【０００５】
図６に示したディスクアレイ装置では、入力されたデータ１０７は、ディスクアレイコン
トローラ１０６によって、所定の単位（例えば１バイト）で分割され、分割された所定の
単位のデータＤ 0  ，Ｄ 1  ，Ｄ 3  ，Ｄ 4  ，Ｄ 5  ，…は、ハードディスクドライブ１０１～１
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スレーブ機が、映像音声データの記録および再生を行うデータ記録再生部と、前記マスタ
機から転送される映像音声データの入力を行うデータ入力部と、前記データ記録再生部よ
り再生された映像音声データを前記複数の出力先装置に送出するための複数のデータ出力
部と、前記データ記録再生部、前記データ入力部および前記データ出力部が接続された共
通のバスとを有するように構成されたデータ記録再生装置に適用されるデータ記録再生方
法であって、

前記スレーブ機において、所定の時間周期を、前記データ出力部が前記バスを占有して
前記データ記録再生部より再生された映像音声データを各出力先装置に送出するための複
数のデータ送出用タイムスロットと前記データ入力部が前記バスを占有して前記マスタ機
から転送される映像音声データを前記データ記録再生部に記録するためのデータ転送用タ
イムスロットとに分け、且つ各スレーブ機毎に時間的に互いに異なるように前記データ転
送用タイムスロットを設定し、前記データ送出用タイムスロットおよび前記データ転送用
タイムスロットに従って、前記スレーブ機における前記データ記録再生部、前記データ入
力部および前記データ出力部を制御すると共に、

前記制御機において、前記複数のデータ送出用タイムスロットと前記データ転送用タイ
ムスロットとからなる複数のタイムスロットの順番の設定を行い、各スレーブ機に対し、
各スレーブ機におけるデータ転送用タイムスロットに同期して前記マスタ機側データ記録
再生部より再生された映像音声データの転送を行うように前記マスタ機を制御する

ことを特徴とするデータ記録再生方法。

び方



０４によって順に各ハードディスクドライブ１０１～１０４内のハードディスクに書き込
まれる。また、ディスクアレイコントローラ１０６によって、各ハードディスクドライブ
１０１～１０４によってハードディスクに書き込まれるデータのパリティデータＰ 0  ，Ｐ

1  ，…が計算され、このパリティデータＰ 0  ，Ｐ 1  ，…は、専用のハードディスクドライ
ブ１０５によってハードディスクドライブ１０５内のハードディスクに書き込まれる。こ
のようにデータを複数のハードディスクに分割して記録することはストライピング（ｓｔ
ｒｉｐｉｎｇ）と呼ばれる。図６に示したディスクアレイ装置では、各ハードディスクド
ライブ１０１～１０４によって記録されたデータを再生する際には、ディスクアレイコン
トローラ１０６によって、各ハードディスクドライブ１０１～１０４よりデータを再生さ
せ、この再生された各データを、入力時と同じように並べて、単一化して出力するように
なっている。このように複数のハードディスクに分割して記録されたデータを単一化する
ことはユニフィケイション（ｕｎｉｆｉｃａｔｉｏｎ）と呼ばれる。データの再生時には
、ディスクアレイコントローラ１０６は、ハードディスクドライブ１０５よりパリティデ
ータを再生させ、このパリティデータに基づいてエラー検出およびエラー訂正を行うよう
になっている。
【０００６】
図６に示したようなディスクアレイ装置では、ハードディスクドライブ１０１～１０４の
うちのいずれかが故障した場合には、他の正常なハードディスクドライブによって記録さ
れているデータとパリティデータとに基づいてオリジナルのデータを再構築することが可
能であり、これにより、データ記録再生装置としての信頼性を向上させている。
【０００７】
一方、複数のハードディスクドライブを並列運転することにより入出力の転送レートが向
上するので、高転送レートが要求され、ハードディスクドライブ単体では構成することが
困難であった映像・音声データ記録再生装置においても、ディスクアレイ装置を使用する
ことにより、ハードディスクドライブを記録再生部に用いた装置を構成することも可能と
なってきている。
【０００８】
更に、近年のＣＡＴＶや、一般放送局における多チャネル化への対応として、従来であれ
ばチャネル数に応じた台数のＶＴＲを用いて構成されていた送出装置を、ディスクアレイ
装置を使用して１台の装置から複数の出力を同時に取り出すことのできる装置に置き換え
るという要求が高まりつつある。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、送出装置では、それを導入しようとする放送局が提供しようとしている番組の
内容や放送形態により要求されるチャネル数が異なるうえ、複数の素材データを分散的に
記録しておき多チャネルの送出を同時に行いたい場合や、同一の素材データを再生時間を
ずらして多チャネルで再生することによりニア・ビデオ・オン・デマンド（ＮＶＯＤ）と
したい場合等の多様な使用形態が考えられる。
【００１０】
従って、従来、送出装置では、要求されるチャネル数に応じて装置自体を作り分ける必要
があり、結果として、同じような構造でありながら他機種になってしまうので、コスト的
なメリットがなかったり、将来的にチャネル数を増やしていきたいというような要求に対
応することができなかったりするという問題点があった。
【００１１】
また、２４時間連続して放送を行う場合には、番組データとして供給される素材データを
、サービスを停止させることなく入れ替える必要があるため、従来の送出装置では、装置
自体を部分的に２重化したりする必要があったり、自動化が困難であったりして、効率的
に素材データの転送を行うことができないという問題点があった。
【００１２】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、多様な使用形態を可能と
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すると共に、効率的に データの転送を行うことができるようにしたデータ記録再
生装置およ 法を提供することにある。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　本発明のデータ記録再生装置は、複数の出力先装置に送出するための映像音声データの
記録および再生を行う複数のスレーブ機と、各スレーブ機に対

映像音声データの転送を行うマスタ機とを備え、スレーブ機が、映像音声データの記
録および再生を行うデータ記録再生部と、マスタ機から転送される映像音声データの入力
を行うデータ入力部と、データ記録再生部より再生された映像音声データを複数の出力先
装置に送出するための複数のデータ出力部と、データ記録再生部、データ入力部およびデ
ータ出力部が接続された共通のバスと、 を、データ出力部がバスを占有し
てデータ記録再生部より再生された映像音声データを 出力先装置に送出するための

データ送出用タイムスロットとデータ入力部がバスを占有してマスタ機から転送される
映像音声データをデータ記録再生部に記録するためのデータ転送用タイムスロット 分
け、且 スレーブ機毎に時間的に 異なるように タイムスロットを設
定し、 タイムスロットに従って、データ
記録再生部、データ入力部およびデータ出力部を制御する制御手段とを有し、マスタ機が
、スレーブ機に対して転送するための映像音声データの記録および再生を行うマスタ機側
データ記録再生部と、入力先装置から供給される映像音声データの入力を行うマスタ機側
データ入力部と、マスタ機側データ記録再生部より再生された映像音声データを各スレー
ブ機に転送するための複数のマスタ機側データ出力部と、マスタ機側データ記録再生部、
マスタ機側データ入力部およびマスタ機側データ出力部が接続された共通のマスタ機側バ
スと、 を、マスタ機側データ入力部がマスタ機側バスを占有して入力先装
置から供給される映像音声データをマスタ機側データ記録再生部に記録するためのデータ
記録用タイムスロットとマスタ機側データ出力部がマスタ機側バスを占有してマスタ機側
データ記録再生部より再生された映像音声データを各スレーブ機に転送するための複数の
マスタ機側データ転送用タイムスロット 分け、且つ各マスタ機側データ転送用タイム
スロットを、対応するスレーブ機におけるデータ転送用タイムスロットに同期させて設定
し、 タイムスロットに従って
、マスタ機側データ記録再生部、マスタ機側データ入力部およびマスタ機側データ出力部
を制御するマスタ機側制御手段とを有し、マスタ機が、入力先装置から供給された映像音
声データをデータ記録用タイムスロットに同期してマスタ機側データ記録再生部に記録す
ると共に、各スレーブ機に対し、各スレーブ機毎 データ転送用タイムスロッ
トに同期して 映像音声データの転送を行い
、各スレーブ機が、 タイムスロットに同期して 出力先装置に

データを するように構成したものである。
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データ記録用タイムスロットおよびマスタ機側データ転送用
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、マスタ機側データ記録再生部より再生された

各データ送出用 、対応する 映
像音声 送出

本発明の他のデータ記録再生装置は、複数の出力先装置に送出するための映像音声デー
タの記録および再生を行う複数のスレーブ機と、各スレーブ機に対して入力先装置から供
給される映像音声データの転送を行うマスタ機と、複数のスレーブ機およびマスタ機を制
御する制御機とを備え、スレーブ機は、映像音声データの記録および再生を行うデータ記
録再生部と、マスタ機から転送される映像音声データの入力を行うデータ入力部と、デー
タ記録再生部より再生された映像音声データを複数の出力先装置に送出するための複数の
データ出力部と、データ記録再生部、データ入力部およびデータ出力部が接続された共通
のバスと、所定の時間周期を、データ出力部がバスを占有してデータ記録再生部より再生
された映像音声データを各出力先装置に送出するための複数のデータ送出用タイムスロッ
トとデータ入力部がバスを占有してマスタ機から転送される映像音声データをデータ記録
再生部に記録するためのデータ転送用タイムスロットとに分け、且つ各スレーブ機毎に時
間的に互いに異なるようにデータ転送用タイムスロットを設定し、データ送出用タイムス
ロットおよびデータ転送用タイムスロットに従って、データ記録再生部、データ入力部お
よびデータ出力部を制御する制御手段とを有し、マスタ機は、各スレーブ機に対し、各ス



【００１４】
　本発明のデータ記録再生方法は、複数の出力先装置に送出するための映像音声データの
記録および再生を行う複数のスレーブ機と、各スレーブ機に対

映像音声データの転送を行うマスタ機とを備え、マスタ機が、スレーブ機に対して転
送するための映像音声データの記録および再生を行うマスタ機側データ記録再生部と、入
力先装置から供給される映像音声データの入力を行うマスタ機側データ入力部と、マスタ
機側データ記録再生部より再生された映像音声データを各スレーブ機に転送するための複
数のマスタ機側データ出力部と、マスタ機側データ記録再生部、マスタ機側データ入力部
およびマスタ機側データ出力部が接続された共通のマスタ機側バスとを有し、スレーブ機
が、映像音声データの記録および再生を行うデータ記録再生部と、マスタ機から転送され
る映像音声データの入力を行うデータ入力部と、データ記録再生部より再生された映像音
声データを複数の出力先装置に送出するための複数のデータ出力部と、データ記録再生部
、データ入力部およびデータ出力部が接続された共通のバスとを有するように構成された
データ記録再生装置に適用されるデータ記録再生方法であって、スレーブ機において、

を、データ出力部がバスを占有してデータ記録再生部より再生された映像音
声データを 出力先装置に送出するための データ送出用タイムスロットとデータ入
力部がバスを占有してマスタ機から転送される映像音声データをデータ記録再生部に記録
するためのデータ転送用タイムスロット 分け、且 スレーブ機毎に時間的に
異なるように タイムスロットを設定し、

タイムスロットに従って、スレーブ機におけるデータ記録再生部、データ入
力部およびデータ出力部を制御すると共に、マスタ機において、 を、マス
タ機側データ入力部がマスタ機側バスを占有して入力先装置から供給される映像音声デー
タをマスタ機側データ記録再生部に記録するためのデータ記録用タイムスロットとマスタ
機側データ出力部がマスタ機側バスを占有してマスタ機側データ記録再生部より再生され
た映像音声データを各スレーブ機に転送するための複数のマスタ機側データ転送用タイム
スロット 分け、且つ各マスタ機側データ転送用タイムスロットを、対応するスレーブ
機におけるデータ転送用タイムスロットに同期させて設定し、

タイムスロットに従って、マスタ機側データ記録再生部
、マスタ機側データ入力部およびマスタ機側データ出力部を制御し、マスタ機が、入力先
装置から供給された映像音声データをデータ記録用タイムスロットに同期してマスタ機側
データ記録再生部に記録すると共に、各スレーブ機に対し、各スレーブ機毎
データ転送用タイムスロットに同期して 映
像音声データの転送を行い、各スレーブ機が、 タイムスロットに同期して

出力先装置に データを するものである。
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レーブ機におけるデータ転送用タイムスロットに同期してマスタ機側データ記録再生部よ
り再生された映像音声データの転送を行い、制御機は、複数のデータ送出用タイムスロッ
トとデータ転送用タイムスロットとからなる複数のタイムスロットの順番の設定を行うよ
うに構成したものである。

して入力先装置から供給さ
れる

所
定の時間周期

各 複数の

とに つ各 互いに
データ転送用 データ送出用タイムスロットおよび

データ転送用
所定の時間周期

とに
データ記録用タイムスロッ

トおよびマスタ機側データ転送用

に設定された
、マスタ機側データ記録再生部より再生された

各データ送出用
、対応する 映像音声 送出

本発明の他のデータ記録再生方法は、複数の出力先装置に送出するための映像音声デー
タの記録および再生を行う複数のスレーブ機と、各スレーブ機に対して入力先装置から供
給される映像音声データの転送を行うマスタ機と、複数のスレーブ機およびマスタ機を制
御する制御機とを備え、スレーブ機が、映像音声データの記録および再生を行うデータ記
録再生部と、マスタ機から転送される映像音声データの入力を行うデータ入力部と、デー
タ記録再生部より再生された映像音声データを複数の出力先装置に送出するための複数の
データ出力部と、データ記録再生部、データ入力部およびデータ出力部が接続された共通
のバスとを有するように構成されたデータ記録再生装置に適用されるデータ記録再生方法
であって、スレーブ機において、所定の時間周期を、データ出力部がバスを占有してデー
タ記録再生部より再生された映像音声データを各出力先装置に送出するための複数のデー
タ送出用タイムスロットとデータ入力部がバスを占有してマスタ機から転送される映像音
声データをデータ記録再生部に記録するためのデータ転送用タイムスロットとに分け、且



【００１５】
　本発明のデータ記録再生装置および方法では、スレーブ機において、 を
、データ出力部がバスを占有してデータ記録再生部より再生された映像音声データを 出
力先装置に送出するための データ送出用タイムスロットとデータ入力部がバスを占
有してマスタ機から転送される映像音声データをデータ記録再生部に記録するためのデー
タ転送用タイムスロット 分けてデータ記録再生部、データ入力部およびデータ出力部
を制御すると共に、マスタ機において、 を、マスタ機側データ入力部がマ
スタ機側バスを占有して入力先装置から供給される映像音声データをマスタ機側データ記
録再生部に記録するためのデータ記録用タイムスロットとマスタ機側データ出力部がマス
タ機側バスを占有してマスタ機側データ記録再生部より再生された映像音声データを各ス
レーブ機に転送するための複数のマスタ機側データ転送用タイムスロット 分け、且つ
各マスタ機側データ転送用タイムスロットを、対応するスレーブ機におけるデータ転送用
タイムスロットに同期させて設定し、

タイムスロットに従って、マスタ機側データ記録再生部、マスタ機側データ入力
部およびマスタ機側データ出力部を制御するようにしたことにより、スレーブ機において
映像音声データを出力先装置へ送出しながら、マスタ機から転送される映像音声データを
記録することが可能となると共に、入力先装置から供給された映像音声データをデータ記
録用タイムスロットに同期してマスタ機側データ記録再生部に記録することが可能となる
。また、本発明のデータ記録再生装置および方法では スレーブ機毎に時間的に
異なるように タイムスロットを設定し、マスタ機が、各スレーブ機に対し、
各スレーブ機毎 データ転送用タイムスロットに同期して

映像音声データの転送を行うようにしたことにより、効率的に
映像音声データの転送を行うことが可能となる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。図１は本発明の一
実施の形態に係るデータ記録再生装置の全体の構成を示す説明図である。本実施の形態に
係るデータ記録再生装置は、多チャネルの自動送出装置として使用されるものである。こ
のデータ記録再生装置は、１台のマスタ機１０と、このマスタ機１０に接続された複数台
（図１に示した例では４台）のスレーブ機１１Ａ～１１Ｄと、マスタ機１０に接続された
制御用コンピュータ１２とを備えている。
【００１７】
各スレーブ機１１Ａ～１１Ｄは、それぞれ、複数チャネル（図１に示した例では４チャネ
ル）の映像出力端および音声出力端を有している。なお、図１では、スレーブ機１１Ａの
映像出力端より出力される映像データをＶ O 1～Ｖ O 4、スレーブ機１１Ｂの映像出力端より
出力される映像データをＶ O 5～Ｖ O 8、スレーブ機１１Ｃの映像出力端より出力される映像
データをＶ O 9～Ｖ O 1 2  、スレーブ機１１Ｄの映像出力端より出力される映像データをＶ O 1

3  ～Ｖ O 1 6  として示している。各スレーブ機１１Ａ～１１Ｄは、それぞれ、マスタ機１０
より転送された素材データを蓄積し、所定のスケジュールに従って素材データを再生して
映像出力端および音声出力端から番組データとして送出するようになっている。
【００１８】
マスタ機１０は、素材データを蓄積し、所定のスケジュールに従って素材データを再生し
てスレーブ機１１Ａ～１１Ｄに転送するようになっている。制御用コンピュータ１２は、
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つ各スレーブ機毎に時間的に互いに異なるようにデータ転送用タイムスロットを設定し、
データ送出用タイムスロットおよびデータ転送用タイムスロットに従って、スレーブ機に
おけるデータ記録再生部、データ入力部およびデータ出力部を制御すると共に、制御機に
おいて、複数のデータ送出用タイムスロットとデータ転送用タイムスロットとからなる複
数のタイムスロットの順番の設定を行い、各スレーブ機に対し、各スレーブ機におけるデ
ータ転送用タイムスロットに同期してマスタ機側データ記録再生部より再生された映像音
声データの転送を行うようにマスタ機を制御するものである。

所定の時間周期
各

複数の

とに
所定の時間周期

とに

データ記録用タイムスロットおよびマスタ機側デー
タ転送用

、各 互いに
データ転送用

に設定された 、マスタ機側データ
記録再生部より再生された



データ記録再生装置を用いたシステム全体における番組の送出時間とその内容を管理する
ためのものであり、スレーブ機１１Ａ～１１Ｄからの送出番組の制御や、マスタ機１０内
に蓄積した番組の素材データを、所定のスケジュールに従ってスレーブ機１１Ａ～１１Ｄ
に転送したり、マスタ機１０に対して新しい素材データの記録に必要な制御を行ったりす
るようになっている。
【００１９】
図２は、図１におけるスレーブ機１１（１１Ａ～１１Ｄを代表して表す。）の構成を示す
ブロック図である。スレーブ機１１は、冗長性の確保、記録再生時の転送レートの高速化
および大容量化を可能としたディスクアレイ構造のデータ記録再生部２１と、このデータ
記録再生部２１からの再生データを処理して、映像データおよび音声データとして出力す
るための４つのデコーダ部２２ａ～２２ｄと、マスタ機１０との接続のためのインタフェ
ース部２３と、スレーブ機１１全体の制御を行うコントロール部２４と、データ記録再生
部２１，デコーダ部２２ａ～２２ｄ，インタフェース部２３およびコントロール部２４が
接続された共通のデータバス２５とを備えている。
【００２０】
データ記録再生部２１は、複数のハードディスクドライブ（以下、ＨＤＤと記す。）２７
と、これらのＨＤＤ２７を制御する分割・単一化部２８と、この分割・単一化部２８とデ
ータバス２５とを接続するためのバスインタフェース２９とを有している。ＨＤＤ２７で
は、映像・音声データを圧縮した圧縮データがディスクに記録されるようになっている。
なお、複数のＨＤＤ２７のうちの１台はパリティデータ専用になっている。分割・単一化
部２８の機能は、図６におけるディスクアレイコントローラ１０６と同様である。
【００２１】
デコーダ部２２（２２ａ～２２ｄを代表して表す。）は、データ記録再生部２１からの再
生データを一時的に記憶するためのバッファメモリ３２と、このバッファメモリ３２とデ
ータバス２５とを接続するためのバスインタフェース３１と、バッファメモリ３２の出力
データである圧縮データを伸長処理（デコード）して、映像データと音声データとを生成
するビットレートリダクション（以下、ＢＲＲと記す。）デコーダ３３と、このＢＲＲデ
コーダ３３から出力される映像データＶ O  を外部に出力するためのビデオインタフェース
３４と、ＢＲＲデコーダ３３から出力される音声データＡ O  を外部に出力するためのオー
ディオインタフェース３５とを有している。
【００２２】
インタフェース部２３は、マスタ機１０との接続のためのネットワークインタフェース３
６と、このネットワークインタフェース３６に接続されたバッファメモリ３７と、このバ
ッファメモリ３７とデータバス２５とを接続するためのバスインタフェース３８とを有し
ている。
【００２３】
コントロール部２４は、ＣＰＵ（中央処理装置）４１と、ＲＯＭ（リード・オンリ・メモ
リ）およびＲＡＭ（ランダム・アクセス・メモリ）を含むメモリ４２と、ＣＰＵ４１およ
びメモリ４２が接続されたＣＰＵバス４３と、ＣＰＵバス４３とデータバス２５とを接続
するためのバスブリッジ４４とを有している。
【００２４】
図３は、図１におけるマスタ機１０の構成を示すブロック図である。マスタ機１０は、冗
長性の確保、記録再生時の転送レートの高速化および大容量化を可能としたディスクアレ
イ構造のデータ記録再生部５１と、外部から入力された映像・音声データを記録用のフォ
ーマットにするためのエンコーダ部５２と、データ記録再生部５１からの再生データをス
レーブ機１１に転送するための接続を行う４つのインタフェース部５３ａ～５３ｄと、マ
スタ機１０全体の制御を行うコントロール部５４と、データ記録再生部５１，エンコーダ
部５２，インタフェース部５３ａ～５３ｄおよびコントロール部５４が接続された共通の
データバス５５とを備えている。
【００２５】
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データ記録再生部５１は、スレーブ機１１におけるデータ記録再生部２１と同様に、複数
のＨＤＤ５７と、これらのＨＤＤ５７を制御する分割・単一化部５８と、この分割・単一
化部５８とデータバス５５とを接続するためのバスインタフェース５９とを有している。
ＨＤＤ５７では、映像・音声データを圧縮した圧縮データがディスクに記録されるように
なっている。なお、複数のＨＤＤ５７のうちの１台はパリティデータ専用になっている。
分割・単一化部５８の機能は、図６におけるディスクアレイコントローラ１０６と同様で
ある。
【００２６】
　エンコーダ部５２は、外部からの映像データＶ Iを入力するためのビデオインタフェー
ス６１と、外部からの音声データＡ Iを入力するためのオーディオインタフェース６２と
、ビデオインタフェース６１で入力した映像データＶ Iとオーディオインタフェース６２
で入力した音声データＡ Iとを圧縮処理（エンコード）して圧縮データを生成するＢＲＲ
エンコーダ６３と、このＢＲＲエンコーダ６３の出力データを一時的に記憶するためのバ
ッファメモリ６４と、このバッファメモリ とデータバス５５とを接続するためのバス
インタフェース６５とを有している。
【００２７】
インタフェース部５３（５３ａ～５３ｄを代表して表す。）は、スレーブ機１１との接続
のためのネットワークインタフェース６６と、このネットワークインタフェース６６に接
続されたバッファメモリ６７と、このバッファメモリ６７とデータバス５５とを接続する
ためのバスインタフェース６８とを有している。インタフェース部５３ａ～５３ｄは、そ
れぞれ、図１におけるスレーブ機１１Ａ～１１Ｄに接続されるようになっている。
【００２８】
コントロール部５４は、ＣＰＵ７１と、ＲＯＭおよびＲＡＭを含むメモリ７２と、ＣＰＵ
７１およびメモリ７２が接続されたＣＰＵバス７３と、ＣＰＵバス７３とデータバス５５
とを接続するためのバスブリッジ７４とを有している。
【００２９】
次に、本実施の形態に係るデータ記録再生装置の動作について説明する。まず、図２に示
したスレーブ機１１の動作について説明する。スレーブ機１１におけるコントロール部２
４は、メモリ４２におけるＲＡＭをワーキングエリアとして、ＲＯＭに格納されたプログ
ラムを実行することにより、以下のような制御を行う。すなわち、コントロール部２４は
、データ記録再生部２１に予め記録されているデータを、予定された時間に再生し、デコ
ーダ部２２ａ～２２ｄのいずれか一つまたは複数のデコーダ部に転送して、映像・音声デ
ータを出力する制御を行う。これにより、スレーブ機１１は、同一の素材を時間をずらし
て放送するＮＶＯＤ動作を実現したり、デコーダ部２２ａ～２２ｄ毎に異なる素材を送出
して多チャネルの送出動作を行ったりすることができるようになっている。また、コント
ロール部２４は、マスタ機１０から転送される素材データを、インタフェース部２３によ
って入力し、データ記録再生部２１によって記録する制御を行う。
【００３０】
データ記録再生部２１からデコーダ部２２へのデータの転送の際には、データ記録再生部
２１の分割・単一化部２８によって、各ＨＤＤ２７より再生されたデータが入力時と同じ
ように並べられて単一化され、且つパリティデータを用いたエラー検出およびエラー訂正
が行われて出力データが生成され、この出力データがバスインタフェース２９によってデ
ータバス２５に送出される。このデータは、転送すべきデコーダ部２２のバスインタフェ
ース３１に入力され、バッファメモリ３２に一時的に記憶された後、ＢＲＲデコーダ３３
によって伸長処理されて、映像データと音声データとが生成され、それぞれビデオインタ
フェース３４，オーディオインタフェース３５によって外部に出力される。
【００３１】
マスタ機１０から転送される素材データをデータ記録再生部２１に記録する際には、マス
タ機１０から転送される素材データは、インタフェース部２３のネットワークインタフェ
ース３６に入力され、バッファメモリ３７に一時的に記憶された後、バスインタフェース
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３８によってデータバス２５に送出される。このデータは、データ記録再生部２１のバス
インタフェース２９に入力され、分割・単一化部２８によって複数のＨＤＤ２７に分割さ
れて記録され、且つパリティデータが計算され、このパリティデータが専用のＨＤＤ２７
に記録される。
【００３２】
スレーブ機１１では、データバス２５上で、このデータバス２５に接続された各部間のデ
ータ転送が競合してしまうことがないように、時間的な区切りであるタイムスロットを用
いてデータの転送を制御している。ここで、このデータ転送の制御について、図４を参照
して説明する。図４（ａ）は、タイムスロットの内容を示したものである。このように、
スレーブ機１１では、一定時間間隔Ｔ１を５つのタイムスロットＴＳ１～ＴＳ５に分けて
いる。タイムスロットＴＳ１～ＴＳ４は、それぞれ、デコーダ部２２ａ～２２ｄ用となっ
ており、そのタイムスロットの間、対応するデコーダ部２２ａ～２２ｄがデータバス２５
を占有する。タイムスロットＴＳ５は、システム管理用であり、スレーブ機１１とマスタ
機１０との交信やシステム内のメンテナンス等に使用される。
【００３３】
コントロール部２４は、図４（ａ）に示したタイムスロットに従って、データの再生に必
要なコマンドをデコーダ部２２ａ～２２ｄとデータ記録再生部２１に送った後、データバ
ス２５の使用権をデコーダ部２２ａ～２２ｄのいずれかに渡す。図４（ｂ），（ｃ）は、
データ記録再生部２１からの再生データを各デコーダ部２２ａ～２２ｄに転送する際のデ
ータバスの状態と、データ記録再生部２１の状態を表したものである。図中、Ｃ１～Ｃ４
は、それぞれコントロール部２４からデコーダ部２２ａ～２２ｄとデータ記録再生部２１
に送るコマンドを表し、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれデータ記録再生部２１から各デコーダ部
２２ａ～２２ｄへ転送する再生データを表している。図４（ｄ）は、再生データＲ２を再
生する際を例にとって、データ記録再生部２１の各ＨＤＤ２７における動作を示したもの
である。この動作では、まず、各ＨＤＤ２７に接続されたＳＣＳＩバスによってＨＤＤ２
７にコマンドが送られ、ＨＤＤ２７の内部では、コマンドを解釈し、実行する。すなわち
、ＨＤＤ２７は、シークおよび回転待ちの後、所望のデータを再生する。この再生データ
は、ＨＤＤ２７からＳＣＳＩバスに転送され、更に、データ再生終了の際には、ＨＤＤ２
７からＳＣＳＩバス上にその旨のステータスが返る。
【００３４】
図４に示したように、スレーブ機１１では、一定時間間隔Ｔ１をデコーダ部２２ａ～２２
ｄ用のタイムスロットＴＳ１～ＴＳ４とシステム管理用のタイムスロットＴＳ５に分けて
制御を行うことにより、映像・音声データの再生を連続して行いながら、システム管理用
のタイムスロットＴＳ５を利用して、新しい素材データの記録やシステム内のメンテナン
スを行うことができる。
【００３５】
各デコーダ部２２ａ～２２ｄには、一定時間間隔Ｔ１の間、映像もしくは音声を連続して
再生するために必要データを一時的に記憶しておくためのバッファメモリ３２があり、そ
の結果、一つのデータ記録再生部２１から同時に複数の映像・音声データを再生すること
が可能となっている。
【００３６】
次に、図３に示したマスタ機１０の動作について説明する。マスタ機１０におけるコント
ロール部５４は、メモリ７２におけるＲＡＭをワーキングエリアとして、ＲＯＭに格納さ
れたプログラムを実行することにより、以下のような制御を行う。すなわち、コントロー
ル部５４は、エンコーダ部５２に入力された映像・音声データをデータ記録再生部５１に
記録したり、予めデータ記録再生部５１に記録されている映像・音声データを、予定され
た時間に再生し、インタフェース部５３ａ～５３ｄのうちのいずれか一つまたは複数のイ
ンタフェース部に転送する制御を行う。
【００３７】
エンコーダ部５２に入力された映像・音声データをデータ記録再生部５１に記録する際に
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は、外部からの映像データＶ I  と音声データＡ I  は、それぞれ、ビデオインタフェース６
１とオーディオインタフェース６２を介して、ＢＲＲエンコーダ６３に入力され、圧縮処
理されて圧縮データが生成される。この圧縮データは、バッファメモリ６４に一時的に記
憶された後、バスインタフェース６５によってデータバス５５に送出される。このデータ
は、データ記録再生部５１のバスインタフェース５９に入力され、分割・単一化部５８に
よって複数のＨＤＤ５７に分割されて記録され、且つパリティデータが計算され、このパ
リティデータが専用のＨＤＤ５７に記録される。
【００３８】
データ記録再生部５１からインタフェース５３ａ～５３ｄへのデータの転送の際には、デ
ータ記録再生部５１の分割・単一化部５８によって、各ＨＤＤ５７より再生されたデータ
が入力時と同じように並べられて単一化され、且つパリティデータを用いたエラー検出お
よびエラー訂正が行われて出力データが生成され、この出力データが、バスインタフェー
ス５９によってデータバス５５に送出される。このデータは、転送すべきインタフェース
部５３のバスインタフェース６８に入力され、バッファメモリ６７に一時的に記憶された
後、ネットワークインタフェース６６によって、インタフェース部５３に接続されている
スレーブ機１１に転送される。
【００３９】
マスタ機１０では、スレーブ機１１と同様に、データバス５５上で、このデータバス５５
に接続された各部間のデータ転送が競合してしまうことがないように、一定時間間隔Ｔ１
を５つのタイムスロットに分けて、このタイムスロットを用いてデータの転送を制御して
いる。タイムスロットには、各インタフェース部５３ａ～５３ｄ用とエンコーダ部５２用
とがある。各インタフェース部５３ａ～５３ｄ用の４つのタイムスロットは、各インタフ
ェース部５３ａ～５３ｄを介して各スレーブ機１１Ａ～１１Ｄにデータを転送したり、各
スレーブ機１１Ａ～１１Ｄを制御したりするのに使用され、エンコーダ部５２用のタイム
スロットは、エンコーダ部５２に入力されたデータをデータ記録再生部５１に記録するた
めに使用される。
【００４０】
次に、図５を参照して、図１に示したマスタ機１０とスレーブ機１１Ａ～１１Ｄ間の動作
の制御について説明する。図５（ａ）～（ｄ）は、それぞれスレーブ機１１Ａ～１１Ｄに
おけるタイムスロットの割り当てを示したものである。このように、本実施の形態に係る
データ記録再生装置では、各スレーブ機１１Ａ～１１Ｄでは、いずれも、一定時間間隔Ｔ
１をデコーダ部２２ａ～２２ｄ用のタイムスロットＴＳ１～ＴＳ４とシステム管理用のタ
イムスロットＴＳ５に分けて制御を行っているが、スレーブ機１１Ａ～１１Ｄ毎のシステ
ム管理用のタイムスロットＴＳ５は、時間的に重ならないようにタイムスロット単位でず
らしている。図５に示した例では、スレーブ機１１Ａ～１１Ｄ毎のシステム管理用のタイ
ムスロットＴＳ５の位置を、スレーブ機１１Ａでは先頭、スレーブ機１１Ｂでは２番目、
スレーブ機１１Ｃでは３番目、スレーブ機１１Ｄでは４番目としているが、スレーブ機１
１Ａ～１１Ｄ毎のシステム管理用のタイムスロットＴＳ５の位置は、図５に示したものに
限らず、互いに異なっていれば良い。
【００４１】
図５（ｅ）は、マスタ機１０におけるタイムスロットの割り当てを示したものである。こ
のように、マスタ機１０では、一定時間間隔Ｔ１を、先頭から順に、各インタフェース部
５３ａ～５３ｄ用すなわち各スレーブ機１１Ａ～１１Ｄ用の４つのタイムスロットＴＳ１
１～ＴＳ１４と、エンコーダ部５２用のタイムスロットＴＳ１５の５つのタイムスロット
に分けている。ここで、図５（ａ）～（ｅ）から分かるように、マスタ機１０における各
スレーブ機１１Ａ～１１Ｄ用のタイムスロットＴＳ１１～ＴＳ１４は、それぞれ、各スレ
ーブ機１１Ａ～１１Ｄにおけるシステム管理用のタイムスロットＴＳ５と位置（タイミン
グ）が一致している。なお、図１に示したマスタ機１０およびスレーブ機１１Ａ～１１Ｄ
には、共通の同期信号（リファレンス信号）が入力されており、マスタ機１０およびスレ
ーブ機１１Ａ～１１Ｄは、この同期信号に同期して動作している。従って、図５に示した
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一定時間間隔Ｔ１およびその中のタイムスロットは完全に同期している。
【００４２】
各スレーブ機１１Ａ～１１Ｄは、それぞれ、図５（ａ）～（ｄ）に示したタイミングに従
って、タイムスロットＴＳ１～ＴＳ４を利用して、各デコーダ部２２ａ～２２ｄに再生用
の映像・音声データを配ることで連続再生を行いながら、システム管理用のタイムスロッ
トＴＳ５を利用して、インタフェース部２３を介してマスタ機１０と交信し、必要であれ
ばマスタ機１０から新しい素材データの供給を受け、データ記録再生装置２１内に記録し
ておく。
【００４３】
一方、マスタ機１０側から見ると、図５（ｅ）に示したように、各スレーブ機１１Ａ～１
１Ｄ用のタイムスロットＴＳ１１～ＴＳ１４が設けられていることから、各スレーブ機１
１Ａ～１１Ｄにデータを送るタイミングが重なってしまうことがなく、マスタ機１０内の
一つのデータ記録再生部５１から、複数のインタフェース部５３ａ～５３ｄを介して、複
数のスレーブ機１１Ａ～１１Ｄに対して、同一もしくは異なる素材データを自由に転送す
ることが可能である。また、マスタ機１０では、エンコーダ部５２用のタイムスロットＴ
Ｓ１５を利用して、エンコーダ部５２に入力された映像・音声データに対して、記録のた
めに必要な処理を行い、データ記録再生部５１に記録する作業を行うことが可能である。
【００４４】
このように、本実施の形態に係るデータ記録再生装置によれば、スレーブ機１１Ａ～１１
Ｄにおいて現状の番組送出を停止させることなく、マスタ機１０からスレーブ機１１Ａ～
１１Ｄへの素材データの転送を行い、更に、次に予定されている番組のデータをマスタ機
１０に記録することが可能となる。
【００４５】
なお、図５に示したようなマスタ機１０および各スレーブ機１１Ａ～１１Ｄにおけるタイ
ムスロットの順番の設定は、例えば、図１における制御用コンピュータ１２によって設定
される。
【００４６】
以上説明したように、本実施の形態に係るデータ記録再生装置によれば、スレーブ機１１
では、データ記録再生部２１，デコーダ部２２ａ～２２ｄ，インタフェース部２３および
コントロール部２４を共通のデータバス２５に接続し、データバス２５上の競合を避ける
ために、タイムスロットを用いたバス制御を行うようにしたので、一つのデータ記録再生
部２１をデコーダ部２２ａ～２２ｄおよびインタフェース部２３で共用して、データの記
録再生を並行して行うことが可能となる。同様に、マスタ機１０でも、データ記録再生部
５１，エンコーダ部５２，インタフェース部５３ａ～５３ｄおよびコントロール部５４を
共通のデータバス５５に接続し、データバス５５上の競合を避けるために、タイムスロッ
トを用いたバス制御を行うようにしたので、一つのデータ記録再生部５１をエンコーダ部
５２およびインタフェース部５３ａ～５３ｄで共用して、データの記録再生を並行して行
うことが可能となる。
【００４７】
従って、本実施の形態に係るデータ記録再生装置は、種々のチャネル数に対応可能である
と共に、複数の素材データを多チャネルで同時に送出したり、同一の素材データを再生時
間をずらして多チャネルで送出するといった多様な使用形態が可能となる。
【００４８】
更に、本実施の形態に係るデータ記録再生装置によれば、スレーブ機１１Ａ～１１Ｄ毎の
システム管理用のタイムスロットＴＳ５を時間的にずらし、且つマスタ機１０における各
スレーブ機１１Ａ～１１Ｄ用のタイムスロットＴＳ１１～ＴＳ１４の位置（タイミング）
を、各スレーブ機１１Ａ～１１Ｄにおけるシステム管理用のタイムスロットＴＳ５の位置
（タイミング）と一致させたので、マスタ機１０と複数のスレーブ機１１Ａ～１１Ｄとを
接続して、マスタ機１０からの制御により全てのスレーブ機１１Ａ～１１Ｄを同期運転す
ることが可能であると共に、マスタ機１０からスレーブ機１１Ａ～１１Ｄに対して素材の

10

20

30

40

50

(13) JP 3640114 B2 2005.4.20



転送を行う場合に、サービスを停止させたり装置を部分的に２重化したりする必要なく、
効率的に素材データの転送を行うことができる。
【００４９】
　なお、本発明は上記実施の形態に限定されず、例えば、図２に示したスレーブ機１１に
は４つのデコーダ部２２ａ～２２ｄを設けているが、スレーブ機１１に設けるデコーダ部
の数はこれに限ら 。
【００５０】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明のデータ記録再生装置または方法によれば、スレーブ機にお
いて、 を、データ出力部がバスを占有してデータ記録再生部より再生され
た映像音声データを 出力先装置に送出するための データ送出用タイムスロットと
データ入力部がバスを占有してマスタ機から転送される映像音声データをデータ記録再生
部に記録するためのデータ転送用タイムスロット 分け、且 スレーブ機毎に時間的
に 異なるように タイムスロットを設定し、

タイムスロットに従って、スレーブ機におけるデータ記録再生部、
データ入力部およびデータ出力部を制御すると共に、マスタ機が、各スレーブ機に対し、
各スレーブ機毎 データ転送用タイムスロットに同期して

映像音声データの転送を行うようにしたので、多様な使用形態
が可能になると共に、効率的に映像音声データの転送を行うことが可能となるという効果
を奏する。
【００５１】
　　また、本発明のデータ記録再生装置または方法によれば、マスタ機が、スレーブ機に
対して転送するための映像音声データの記録および再生を行うマスタ機側データ記録再生
部と、出力先装置から供給される映像音声データの入力を行うマスタ機側データ入力部と
、マスタ機側データ記録再生部より再生された映像音声データを各スレーブ機に転送する
ための複数のマスタ機側データ出力部と、マスタ機側データ記録再生部、マスタ機側デー
タ入力部およびマスタ機側データ出力部が接続された共通のマスタ機側バスと、

を、マスタ機側データ入力部がマスタ機側バスを占有して入力先装置から供給され
る映像音声データをマスタ機側データ記録再生部に記録するためのデータ記録用タイムス
ロットとマスタ機側データ出力部がマスタ機側バスを占有してマスタ機側データ記録再生
部より再生された映像音声データを各スレーブ機に転送するための複数のマスタ機側デー
タ転送用タイムスロット 分け、且つ各マスタ機側データ転送用タイムスロットを、対
応するスレーブ機におけるデータ転送用タイムスロットに同期させて設定し、

タイムスロットに従って、マスタ機側デ
ータ記録再生部、マスタ機側データ入力部およびマスタ機側データ出力部を制御するマス
タ機側制御手段とを有するように構成したので、上記効果に加え、スレーブ機における映
像音声データの送出およびマスタ機からスレーブ機への映像音声データの転送を行いなが
ら、新たな映像音声データをマスタ機に記録することが可能となるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態に係るデータ記録再生装置の全体の構成を示す説明図であ
る。
【図２】図１におけるスレーブ機の構成を示すブロック図である。
【図３】図１におけるマスタ機の構成を示すブロック図である。
【図４】図２に示したスレーブ機の動作を説明するための説明図である。
【図５】図１におけるマスタ機とスレーブ機間の動作の制御について説明するための説明
図である。
【図６】ディスクアレイ装置の一般的な構成を説明するための説明図である。
【符号の説明】
１０…マスタ機、１１（１１Ａ～１１Ｄ）…スレーブ機、２１…データ記録再生部、２２
ａ～２２ｄ…デコーダ部、２３…インタフェース部、２４…コントロール部、２５…デー
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タバス、５１…データ記録再生部、５２…エンコーダ部、５３ａ～５３ｄ…インタフェー
ス部、５４…コントロール部、５５…データバス

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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